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２０１９年度 

経済支部定期 

大会が終了 

執
行
部
か
ら
は
、
以
前
に
比
べ
て
給
料
表
が

縮
小
、
簡
素
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
給
料
表
を

新
設
す
る
こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
。
特
勤
手
当

は
若
干
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
、
根
本
的
な
改

善
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
都
労
連
と
と
も
に

主
張
・
要
求
は
上
げ
続
け
て
い
く
事
が
重
要
で

あ
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
中
高
年
部
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
は
感
謝
を
表
す

と
と
も
に
、
福
島
の
原
発
被
災
に
つ
い
て
は
今

年
度
被
災
地
ツ
ア
ー
を
考
え
て
い
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
書
記
の
健
康
診
断

費
に
つ
い
て
は
２
年
に
１
回
の
受
診
な
の
で

昨
年
度
は
執
行
が
な
か
っ
た
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。 

(

裏
面
へ
続
く)

 

６
月
29
日
（
土
）
13
時
よ
り
、
都
庁
職
会

議
室
に
お
い
て
、
２
０
１
９
年
度
経
済
支
部
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
坂
本
代
議
員
（
財
団
分
会
）
、
関
口
代
議
員

（
計
量
分
会
）
を
議
長
に
選
出
し
、
野
地
支
部

長
と
経
済
支
部
出
身
の
関
根
都
庁
職
委
員
長

の
挨
拶
の
あ
と
資
格
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
大

会
代
議
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席
が
あ
り
、

大
会
が
有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
報
告
に
つ
い
て
、
斉
藤
書
記
長
よ
り

18
年
度
一
般
経
過
報
告
、
櫻
井
会
計
よ
り
18

年
度
会
計
決
算
報
告
、
吉
田
会
計
監
事
よ
り

18
年
度
会
計
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

ま
し
た
。
報
告
の
部
の
質
疑
で
は
、
高
瀬
代
議

員
（
水
試
分
会
）
よ
り
海
技
職
給
料
表
に
つ
い

て
、
要
求
を
あ
げ
て
い
る
が
一
向
に
改
善
さ
れ

な
い
こ
と
に
つ
い
て
質
問
が
、
山
岸
代
議
員

（
農
事
分
会
）
よ
り
、
普
及
全
国
交
流
集
会
に

つ
い
て
の
御
礼
と
参
加
し
た
青
年
の
意
識
の

変
化
に
つ
い
て
、
ま
た
、
中
高
年
部
の
昨
年
度

の
岡
山
・
福
島
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
発
言
が
、
床
枝
代
議
員
（
水
試
分

会
）
よ
り
、
会
計
上
の
書
記
の
健
康
診
断
経
費

に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新

執

行

部 
  

大
会
で
承
認
さ
れ
た
執
行
部
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。 

 

支
部
長 

野
地 

喜
徳
（
農
事
） 

副
支
部
長 

 
 
 
 
 

大
嶋 

英
行
（
計
量
） 

会
計 

 
 
 
 
 

櫻
井 

修 

（
消
経
） 

会
計
監
事 

 
 
 
 
 

篠
原 

昌
子
（
農
林
） 

栗
林 

俊
男
（
計
量
） 

 
 
 
 
 

吉
田 

滋
実
（
農
事
） 

執
行
委
員 

 
 

斉
藤 

修
二
（
農
林
） 

 
 
 
 
 

上
原 

大
輔
（
計
量
） 

 
 
 
 
 

太
田 

優
一
（
産
技
研
） 

秋
山 

美
郷
（
産
技
研
） 

 
 
 
 
 

橋
本 

浩
（
水
試
） 

 
 
 
 
 

木
下 

沙
也
佳
（
財
団
） 

 
 
 
 
 

林 
 

裕
美
（
農
事
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
森
林
） 

 
 
 
 
 

尾
崎 

広
行
（
現
業
部
） 

 

執
行
委
員(

上
部
団
体
役
員) 

関
根 

範
明
（
都
庁
職
） 

支
部
顧
問 

 
 
 
 
 

野
村 

智
雄
さ
ん 

 
 
 
 
 

伊
藤 

潤
一
さ
ん 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

２
０
１
９
年
度
経
済
支
部 

定
期
大
会
を
開
催 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次
い
で
、
議
事
の
第
１
号
議
案

「
19
年
度
運
動
方
針
（
案
）
」
が
大

嶋
副
支
部
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
意
見
が
な
か
っ
た
た
め
、

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

第
２
号
議
案
「
19
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
予
算
（
案
）
」
が
櫻
井

会
計
か
ら
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
太
田
支
部
選
挙
運
営
委

員
長
か
ら
選
挙
運
営
委
員
会
報
告

が
、
執
行
部
か
ら
19
年
度
支
部
三
役

及
び
会
計
監
事
、
執
行
委
員
の
補
充

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

が
執
行
部
か
ら
読
み
上
げ
ら
れ
、
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
団
退

任
の
後
、
メ
ー
デ
ー
プ
ラ
カ
ー
ド
の

参
加
賞
贈
呈
、
退
任
役
員
の
感
謝
状

贈
呈
、
新
旧
役
員
が
紹
介
さ
れ
、
野

地
支
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
ま
し
た
。 

 

〈
野
地
支
部
長
挨
拶
（
抜
粋
）〉 

日
ご
ろ
、
支
部
運
動
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
の
確
定
闘
争
で
す
が
、 

 

結
果
と
し
て
民
間
企
業
や
国
、
他
の
多

く
の
自
治
体
が
５
年
連
続
の
賃
金
引

上
げ
と
な
っ
た
中
、
都
に
お
い
て
実
質

３
年
連
続
給
料
表
改
定
見
送
り
、
例
月

給
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
こ

そ
全
国
一
高
い
首
都
圏
で
働
く
私
た

ち
都
職
員
の
生
活
改
善
に
つ
な
が
る

大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
闘
い
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
間
、
都
は
「
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・

バ
ラ
ン
ス
」
の
推
進
を
目
的
に
、
組
織

の
生
産
性
向
上
を
図
る
「
都
庁
働
き
方

改
革
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
産
業
労
働
局
の
超
過
勤
務
時
間

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
働
き
方
改
革
に
関
連
法
に
よ

る
改
正
労
働
基
本
法
の
施
行
に
と
も

な
い
超
過
勤
務
の
命
令
の
上
限
時
間

の
設
定
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
や

戦
争
法
、
共
謀
罪
な
ど
を
成
立
さ
せ
、

戦
争
す
る
、
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
世
界
に
誇
れ
る
平
和

憲
法
を
ぜ
ひ
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

 

今
、
世
間
で
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
い
わ

れ
る
会
社
に
は
ほ
と
ん
ど
労
働
組
合

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で 

は
声
を
出
そ
う
に
も
、
訴
え
る
場
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
者
側
の
意
図
に
よ

っ
て
賃
金
、
労
働
条
件
が
い
く
ら
で
も

変
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
し
た
労
働

組
合
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。 

「One
 For All

、All For One

」

と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
み
ん
な
で
運

動
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  

 

組
織
共
済
給
付
一
覧
を
掲
載
し
ま
す 

  

請
求
モ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

  

台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
も
給
付
の

対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
支
部
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

2015年11月以降　　

給付種目 共済事由の区分 共済金の額 支部死亡弔慰金 申請に必要な書類等

1．本人の死亡 500,000円 40,000円

2．配偶者の死亡 200,000円 5,000円

3．子の死亡 50,000円 5,000円

4．親の死亡 10,000円 5,000円

1．火災又は人為的行為に
　よる損害

400,000円

200,000円

　①建物の損害

　　　損害額20万円以上 100,000円
　　　同10～20万円未満 50,000円
　　　同1～10万円未満 10,000円
　②家財の損害 　
　　　損害額１万円以上対象 １0,000円
2．地震・噴火・津波による
　　損害

3．自然災害による損害
　　（地震・噴火・津波以外）

　　　ア．全壊・流失 120,000円
　　　イ.半　　　壊 60,000円
　　　ウ．床上浸水 50,000円

※20,000円

4．親族の死亡 20,000円  
給付申請書
（親族とは生計を一にする２親等ま

で）

労働基準法重度障害の程度 300,000円

1級～2級、3級の2～4に該当するもの

（組合員本人のみ）

　

組合員本人の婚姻 10,000円 給付申請書
（事実婚を含む）

10,000円 給付申請書
　Ⅰ事由につき１回の給付

　万一死亡との併給可

※　経済支部長期療養見舞金（連続３０日以上病気等休暇者） 10,000円 （支部独自）

給付申請書
注：親は組合員と配偶者の
両方、同居・別居を問わ
ず。

ア．全焼・全壊
イ．半焼・半壊
ウ．一部焼・一部損壊・消防冠水

　　　ア．全焼・全壊
　　　イ．半焼・半壊
　　　ウ．一部損壊・焼

給付対象外
（理事会の決定

により個別対

応）

 

給付申請書＋住宅災害損
害申請書
写真 (床上浸水/一部焼以下の
場合は不要）

 

Ⅳ．結婚祝金

Ⅴ．傷病見舞金

 

 

Ⅲ．重度障害
　　見舞金

病気・ケガによる７日以上の入院
または連続１５日以上の休暇

給付申請書＋住宅災害損
害申請書
写真 (床上浸水/一部損壊・焼
の場合は不要）
注：落雷は自然災害扱い
落雷によるテレビ・同アンテ
ナ・電気器具の損害は自然災
害の家財の損害扱い。但し、
落雷により建物に火災が発生
した時は火災扱いとする
※自然災害は、洪水・台風・
竜巻・集中豪雨・がけ崩れ・
高潮・雹その他自然現象によ
る損害をいう

※2015年11月から変更

給付申請書
医師の証明書又は障害者
手帳
（労働基準法重度障害がわ
かるもの）

　　　エ．一部損壊・焼
　　　　　(建物・家財）

Ⅱ．住宅災害
　　見舞金

＊事由発生から３年で請求権が消滅します。

組織共済給付一覧表

注：航空機墜落・車両飛び込み・爆

発・破裂、漏水等人為的行為での損

害は、この項目で給付する

　ただし加入者とその同居の親族の

場合故意は対象外

注：消防又は避難での全壊・冠水等

の損害も、この項目で給付する

 

Ⅰ．死亡弔慰金
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